
あいちの木材利用施設事例集

3年7ヶ月に及ぶ社会実験の空間

人が集い、まちのにぎわいを生み出すこ

とを目的とした拠点施設であり、「多様な

人々が集い・交わり、アイデアと愛着が生

まれ・育ち、アイデアやチャレンジの受け

皿となる開かれた場」として、2025年に向

けた広場整備の社会実験の場として2019年

9月に開設され、2023年3月に終了した。

多くの歩行者が行き交う駅前という立地

から、庇の間接照明を取り入れた木材を生

かすデザインとし、木材の温もりと優しさ

を感じながらリラックスできる開放空間を

生み出している。

豊田市駅東口まちなか広場

とよしば
※ 2023年3月終了

豊田市喜多町2丁目166番地

構造／木造平屋建て（軸組工法）

延床面積／177.27㎡

木材使用量／約24㎥

施主／豊田市

設計／株式会社エイバンバ

施工／株式会社白武

竣工／2019年9月
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